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Hans (Johan Albert) Ankum 教授（以下先生と記す）は 1930 年 7 月
23 日にお生まれになり、アムステルダム近郊 Koog aan de Zaan 町長
の父、フランス語教員の母のもとで育たれた。アムステルダム大学
法学部に 1948 年入学し、私法学者 M.H. Bregstein 教授,ローマ法学
者 H.R. Hoetink 教授の薫陶を受けて優秀な成績で卒業後、オランダ
政府留学生としてパリに 2 年間留学され、帰国後母校の助手、ライ
デン大学講師を経て、1965 年 Hoetink 教授の講座後継者となり、
1995 年定年退職まで、研究教育に尽力された。その間、多くの弟子
を養成され（その中には、A.Hartkamp［近時のオランダ民法改正を
主導］,E. Pool, L. W. Winkel などが含まれる）、また、管理職（任期
各 1 年）として、法学部長、副学長をそれぞれ 2 回勤められた。退
職後も、精力的に内外の学会等で活動をされた。その学識は国際的
に高く評価された。オランダ学士院会員に 1986 年に選ばれ、また、









北大法学 44 巻 2 号 221－265 に訳出）。その後、福岡で 1991 年秋開
催の委任をテーマとする国際ローマ法シンポジウムを D.ネル教授
（ミュンヘン大学）と細かな打ち合わせで組織運営に尽力された
（その報告 Der Verkaeufer als cognitor und als procurator in rem suam 
im roemischen Eviktionsprozess der klassischen Zeit, in Mandatum und 
Verwandtes ed. D.Noerr, Sh.Nishimura, Berlin 1993 285-306 ;ご自身も勉




的沿革」は上村一則氏の労により法政研究 62 巻 3－4 号に訳出）。 
先生の研究の出発点は、プーブリキウス訴権のローマ法以来近
世を経て 19 世紀までの長い歴史の研究である。学位論文として、
最高の cum laude の評価をうけ、2 冊の書物（J. A. Ankum, De 
geschiedenis der actio Pauliana, Zwolle 1962, 491 p. with a summary in 
French.および J.A. Ankum, De Pauliana buiten faillissement in het 
Nederlands recht sedert de codificatie, Zwolle 1962, 246 p with a 
summary in French.）として刊行された。その後、古典期ローマ私
法を主として研究をすすめられた。65 歳の記念論文集 R. Feenstra, 
A. S. Hartkamp, J. E. Spruit, P. J. Sijpesteijn, L.C. Winkel (edd.) Collatio 
ivris romani – Etudes dédiées à Hans Ankum à l’occasion de son 65e 
anniversaire, J. C. Gieben, Amsterdam 1995, I-II, 710 p. 第 1 巻冒頭著
作目録には（書評、追悼文などもふくめ）234 編、論文集 Hans 
Ankum, Extravagantes – Scritti sparsi sul diritto romano (a cura di Carla 
Masi Doria e Johannes Emil Spruit), Antiqua 93, E. Jovene, Napoli 2007, 
531 p.末尾に以降同年までの追加著作目録、さらにまた、スペイン




antología Romanistíca, Marcial Pons, Madrid etc. 2014, 430 p. 末尾著





























































する不運な出来事を押して、2018 年 9 月ポーランド・クラクフ大学
で開催の大会に出席報告されたが、昔日の精彩を欠き、いささか案










L.Winkel ロッテルダム大学教授の英国エジンバラ大学での 2019 年
国際古代法史協会大会での追悼演説（そのご厚意により送付をうけ
た英文版）を参考にした。また、先生との生立ち経歴につき C. H. 
van Rhee & L. C. Winkel, Een Romeinsrechtelijke coryfee – Rechtshistorici 
in de Lage Landen (11): Interview met Hans Ankum, in: Pro Memorie 12 (2) 
(2011), 146–168.が参考になるものと思われるが、残念ながら未読。 
（完） 
 
